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福島県内の主要果樹産地の放射能汚染状況福島県内の主要果樹産地の放射能汚染状況

文部科学省による福島県の航空機モニタリングの測定結果より
（平成２３年９月１２日）

福島県は
青森、長野、山梨、山形に
次ぐ落葉果樹の主産県

果樹の県別順位（収穫量：平22）
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落葉果樹の生活史落葉果樹の生活史

2011年主要果樹の発芽日（果樹研）
樹種 品種 発芽日

モモ あかつき 3月28日
ナシ 幸水 4月8日
リンゴ ふじ 3月31日
オウトウ 佐藤錦 3月31日

放射能汚染

3/15

出典：農業技術体系



樹園地土壌および果実等の樹園地土壌および果実等の
放射性物質による汚染動態調査放射性物質による汚染動態調査

過去の知見は放射性Csは

葉または土壌から移行

ウメを除く落葉果樹は葉
が無い状態

土壌からの移行に関心土壌からの移行に関心

3/15の降雨により福島県果樹地帯

に東京電力第１原発の放射性核種が降下

所内および現地で
実態調査を開始（4/11）

樹皮の高濃度汚染を確認し、樹皮上の放射性Csの動態調査
を追加(5/10)



樹園地の土壌中放射性樹園地の土壌中放射性CsCs濃度濃度
 

の垂直分布の垂直分布
表層下30cmまでの厚さ3～5㎝ごとの

放射性Cs濃度の垂直分布を測定

フォールアウト後225日
（10/25）の放射性Csの垂直分布

表層0～3㎝に

90％以上が沈積
9～18cmに20～260Bq/kgDW

深根性の果樹の吸収根域（15cm以下）
の放射性Cs濃度は低い。

134+137Csの垂直分布の

時系列比較

果樹研ほ場４か所
現地2か所で調査

調査年
2011年

分析：東北大学電子光理学研究センター分析：東北大学電子光理学研究センター



表層表層55㎝㎝の土壌中放射性の土壌中放射性CsCs濃度濃度
 

の水平分布の水平分布

樹間のバラツキ

面積3~6aのほ場の樹間で
バラツキは4~5倍

表層下5cmの放射性Cs濃度を測定

土壌中放射性Cs濃度

のみでの樹園地の
汚染実態の判定は

限界がある
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2011年
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分析：東北大学電子光理学研究センター分析：東北大学電子光理学研究センター



樹体表面の汚染状況樹体表面の汚染状況

上部（天空側）

側部

下部

５種類の落葉果樹（モモ、オウトウ、リンゴ、ナシ、ブドウ）
から30cmの位置の周囲方向で上部、側部、下部の位置
の汚染状況をGMサーベーメーターにより測定した。

上部＞側部＞下部の順に放射線量は高く主枝表面の天空
側で地面側に比べ明らかに高い放射線量が計測された。

主枝表面の放射線量（2011．5/10測定）

調査年
2011年



主枝表面の部位別（円周方向）主枝表面の部位別（円周方向）
 放射性放射性CsCs濃度（濃度（5/255/25採取）採取）

ナシ‘幸水’およびブドウ‘あづましずく’の主枝の
樹皮中放射性Cs濃度は上部で高い濃度を示した。

調査年
2011年

分析：東北大学電子光理学研究センター分析：東北大学電子光理学研究センター



モモ主枝および側枝表面モモ主枝および側枝表面
 の放射性の放射性CsCs濃度（濃度（6/166/16採取）採取）

モモでは表皮に７～14万Bq/kgFWを超える放射性Csが沈積
し、内皮でもその1～2％相当の放射性Csが検出された。

調査年
2011年

分析：東北大学電子光理学研究センター分析：東北大学電子光理学研究センター



モモ樹皮上の放射性物質の分布モモ樹皮上の放射性物質の分布
 （イメージングプレート法による分布の検証）（イメージングプレート法による分布の検証）

樹皮（主枝部）のＩＰ画像と光学顕微鏡像の合成 樹皮（１年生枝部）のＩＰ画像

皮

 目

放射性Csは皮目周辺部に集積
皮目は樹皮表面の2～3％を占める

IP分析は

東京大学
で実施

調査年
2011年



広葉樹の幹の構造広葉樹の幹の構造

幹の横断面

放射組織

生きた細胞。養水分の通路の他、通

 気や貯蔵器官として機能する

一年目の休眠芽

 も木部を貫通し、

 樹皮表面に潜在

 する

添充細胞

添充細胞

細胞間隙から空気が流通する

出典：樹木学

出典：PLANT 
ANATOMY



発芽前の塗布・噴霧処理による発芽前の塗布・噴霧処理による
 放射性放射性CsCsの葉・果実への移行の葉・果実への移行

温室で養成されたモモ苗に温室で養成されたモモ苗に
放射性放射性CsCsのモモ樹皮抽出液のモモ樹皮抽出液

を主幹部に塗布またはユズ葉を主幹部に塗布またはユズ葉
洗浄液を樹冠に噴霧洗浄液を樹冠に噴霧

主幹下部に塗布主幹下部に塗布
3/243/24～～3/26,3/303/26,3/30

樹冠に噴霧樹冠に噴霧
3/303/30，，4/24/2～～4/44/4

葉および果実から葉および果実から
放射性放射性CsCsが検出が検出

調査年
2012年

東京大学東京大学
との共同との共同

研究研究
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モモの部位別放射性モモの部位別放射性CsCs 
濃度と分配率濃度と分配率

5年生‘ゆうぞら’

３年枝が高濃度・高分配率、根部は低濃度・低分配率３年枝が高濃度・高分配率、根部は低濃度・低分配率

分配率
樹体全体に対する
器官別含量割合

調査年
2012年

東京大学東京大学
との共同との共同

研究研究

土壌から吸収した場合
根の分配率が最も高い
（ブドウ：Ｃａｌｉｎｉ，1997）



カキの部位別放射性カキの部位別放射性CsCs 
濃度と分配率濃度と分配率

7年生‘蜂屋’

学習院大学学習院大学
との共同研究との共同研究

主幹が高濃度・高分配率、根部は低濃度・低分配率主幹が高濃度・高分配率、根部は低濃度・低分配率

調査年
2012年

土壌から吸収した場合
根の分配率が最も高い
（ブドウ：Ｃａｌｉｎｉ，1997）



カキ樹体の部位別放射性カキ樹体の部位別放射性CsCs分布分布
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カキ主幹樹皮およびコケ
の放射性Cs濃度（11/14採取）
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枝＞２年枝（前年枝）＞当年枝の順
に高く、枝齢を重ねるほど高まった。
コケは40万Bq/kgを超え、主幹樹皮

の４倍以上の高濃度を示した。

着生コケ

調査年
2011年

分析：東北大学電子光理学研究センター分析：東北大学電子光理学研究センター



汚染翌年度の果実中放射性汚染翌年度の果実中放射性CsCs濃度濃度

ブドウでは、汚染翌年には、ブドウでは、汚染翌年には、33分の分の11まで、まで、22年目から年目から33年目では更に年目では更に44分の１ま分の１ま

でに減少した。でに減少した。

オウトウ、リンゴ、ナシ、モモでは、汚染後オウトウ、リンゴ、ナシ、モモでは、汚染後44か年で指数関数的に減少した。か年で指数関数的に減少した。

果樹の樹体内の放射性果樹の樹体内の放射性CsCsは、大半は再転流し、木部に蓄積される。また木部は、大半は再転流し、木部に蓄積される。また木部

に貯蔵された放射性に貯蔵された放射性CsCsは、翌年の新生長部にほとんど移行しない。は、翌年の新生長部にほとんど移行しない。

チェリノブイリ事故による汚染調査によると、リンゴ、モモ、サクランボ、スモモチェリノブイリ事故による汚染調査によると、リンゴ、モモ、サクランボ、スモモ

では、長期的には土壌からの吸収は無視してよく、汚染からでは、長期的には土壌からの吸収は無視してよく、汚染から22、、33年は貯蔵され年は貯蔵され

た放射性た放射性CsCsの再利用が多かった。の再利用が多かった。

出典：Modelling the transfer of radionuclides to fruit (IAEA 2003)

汚染翌年の果実中放射性汚染翌年の果実中放射性CsCsの移行源は、貯蔵された放射性の移行源は、貯蔵された放射性CsCs

汚染翌年の果実中の放射性汚染翌年の果実中の放射性CsCsは、は、新たな外部汚染が無ければ新たな外部汚染が無ければ
33分の１以下程度までに減少する。分の１以下程度までに減少する。



モモ「あかつき」の葉および果実中のモモ「あかつき」の葉および果実中の
 

放射性放射性CsCs濃度の経時的推移濃度の経時的推移

葉および果実中の放射性葉および果実中の放射性CsCs濃度の推移濃度の推移 11果中の放射性果中の放射性CsCs含量の推移含量の推移
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成長による果実中Ｃｓ濃度の希釈効果の検証成長による果実中Ｃｓ濃度の希釈効果の検証

モモ‘あかつき’では成長に伴う果実中放射性Ｃｓ濃度の希釈効果が認められた。
果実1果中の放射性Cs含量は硬核期から着色開始期の期間で倍増した。これ

は、硬核期以降の葉からの転流によるものと推察される。

分析：学習院大学分析：学習院大学

調査年
2011年



137137CsCs濃度の経時的推移の年次比較濃度の経時的推移の年次比較

ブドウでは、汚染
初年は葉および
花穂ともに生育
に伴う137Cs濃度

の増加が認めら
れており、本年の
傾向とは明らか
に異なった。

成熟果の放射性
Cs濃度は、開花

期から細胞分裂
期の花または果
実よりも低くなる
ことから、果実の
汚染レベルの早
期判定に活用で
きると考えられた。

調査年
2012年

分析：学習院大学・分析：学習院大学・東北大学電子光理学研究センター



落葉果樹の果実中放射性落葉果樹の果実中放射性CsCs濃度の年次濃度の年次
 比較と果実中比較と果実中137137CsCs濃度の経年減衰効果濃度の経年減衰効果

落葉果樹の果実中放射性Cs濃度は汚染初年度と比較して、
大きく減少した。物理的半減期の長い137Cs濃度でも、1部を除
いて3分の１以上の経年減衰効果が認められた。

調査年
2012年

分析：学習院大学・分析：学習院大学・東北大学電子光理学研究センター



貯蔵された放射性貯蔵された放射性CsCsの汚染翌年の分配率の汚染翌年の分配率

貯蔵性Csの分配率

新生器官：2.2%

（果実：0.6%）

地下部:3.1%

土壌浸出:0.9%

東京大学東京大学
との共同との共同

研究研究

放射性Csの部位別分配率（促成栽培‘あかつき’）

調査年
2012年



土壌からの放射性土壌からの放射性CsCs移行量の検証移行量の検証

抜根跡地植栽抜根跡地植栽
汚染土壌汚染土壌
ポット栽培ポット栽培

葉および果実から葉および果実から
放射性放射性CsCsが検出が検出

非汚染苗非汚染苗
（東大から搬入）（東大から搬入）

東京大学東京大学
との共同研究との共同研究あかつきあかつき

白鳳白鳳

ピオーネピオーネ

調査年
2012年



果樹園における放射性物質の動態・まとめ果樹園における放射性物質の動態・まとめ
垂直分布：表層3cmに90％以上沈積

土壌中の
放射性Cs

汚染２年目における果実中137Csは初年と
比較して３分の１以上減衰した。

果樹では、樹皮上
の放射性Csが樹

体内に移行した可
能性が高い。根への放射性Csの分配率は数％以下。

水平分布：3aほ場の樹間で4~5倍のバラツキ

樹皮上の天空側に高濃度の放射性Csが

沈積し、特に皮目の周辺部で多かった。

今後、果実の放
射性Csは不検出

となることが見込
まれる。

今後の
課題

樹園地の実態にあった土壌の
放射性Cs除去技術の体系化

事故前の果樹園
土壌管理の回復



最後に最後に

果樹研究所での放射能汚染対策試験果樹研究所での放射能汚染対策試験
 

は、は、東北大学電子光理学研究センタ東北大学電子光理学研究センタ
 

ー、学習院大学、東京大学ー、学習院大学、東京大学およびおよび福島福島
 

大学大学によるによる全面的な無償支援のもと全面的な無償支援のもと
 

に実施されました。に実施されました。
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